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＜報道発表資料＞ 

（経済同時） 

令和７年８月２９日 

京都市産業観光局 地域企業振興室 

（公財）京都高度技術研究所 企業成長支援部 

 

 

オスカー認定審査委員会における企業の認定 

 

京都市及び（公財）京都高度技術研究所では、優れた技術や製品等を持つ中小企業から、新商品の開

発や経営管理の効率化等を通じて経営革新を図るための事業計画を募集・審査し、企業価値の向上によ

り持続的に成長することが期待される中小企業を「オスカー認定（※）」として、認定しています。（※

詳細は、P.4 参考欄をご参照ください。） 

この度、令和７年８月２５日（月）に開催した「オスカー認定審査委員会」において、下記の５企業

をオスカー認定しました。 

 

（五十音順、敬称略） 

 

（フリガナ） 

企 業 名 

（アイビケンチク） 

株式会社アイビ建築 

代 表 者 名 佐名田 一郎 役 職 名 代表取締役 

所 在 地 〒612-8122 京都市伏見区向島庚申町 124-1 

設 立 年 月 1991 年 4 月 資 本 金 10,000 千円 

電 話 番 号 075-601-6151 従業員数(役員含む)  21 名 

Ｆ Ａ Ｘ 075-601-6152 Ｅ - Ｍ a i l info@ai-bi.co.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.ai-bi.co.jp/ 

事 業 内 容 住宅のリフォームと新築、不動産売買の仲介 

事業計画の 

テーマ 

同業他社と一線を画す「超高断熱・高気密・防音モデルハウス」を活用した高

付加価値・高価格帯「高性能住宅」受注戦略 

事業計画の 

内容・特徴 

同社は、社員職人体制と多能工の育成により、安定した工事品質とコスト削

減を実現し、高断熱・高気密性能を持つ「高性能エコハウス」を得意としてい

る。また、年間受注の８割超がリピーターという高い顧客満足度を誇っている。 

今回、業界最高水準の断熱・気密性能に加え、防音室を備えた宿泊体験型モ

デルハウスの開発・運用により、省エネ・高性能住宅市場での優位性を確立す

るとともに、差別化による付加価値向上を図る。 
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（フリガナ） 

企業名 

（イイダショウメイ） 

株式会社飯田照明 

代 表 者 名 飯田 史朗 役 職 名 代表取締役 

所 在 地 〒607-8133 京都市山科区大塚中溝 81 番地 

設 立 年 月 2013 年 2 月 資 本 金 25,000 千円 

電 話 番 号 075-205-5177 従業員数(役員含む)  16 名 

Ｆ Ａ Ｘ 050-3488-8868 Ｅ - Ｍ a i l info@led-kogen.com 

Ｕ Ｒ Ｌ https://led-kogen.com/ 

事 業 内 容 業務用 LED 照明装置（光源、電源・制御回路、筐体）の開発・製造・販売 

事業計画の 

テーマ 

新製品連打と知財の活用、そして革新生産棟建設によるものづくり強化によ

り、着実な売上成長と経常利益率 20%確保を目指す 

事業計画の 

内容・特徴 

同社は、LED 照明の光源・回路・筐体まで自社設計できる技術力を強みに、

業務用 LED 照明装置の開発・製造・販売を行う製品開発型企業である。大手

電機メーカー出身の技術者による開発力・品質力・知財力を備え、創業から 12

年で多数の特許出願・登録の実績を有する。 

今回、新製品の連続投入と知財活用に加え、新工場建設による生産体制強化

を進め、自社の開発力を武器に殺菌用紫外線 LED 照射装置等の高付加価値製

品の開発を加速し、ニッチ市場を開拓・獲得するとともに、ライセンス収入・

大型特注案件の受注促進により売上成長を図る。 

 

（フリガナ） 

企 業 名 

（ハイデック） 

ハイデック株式会社 

代 表 者 名 山下 武宏 役 職 名 代表取締役会長 

所 在 地 〒607-8185 京都市山科区大宅神納町６番地 

設 立 年 月 1973 年 9 月 資 本 金 73,435 千円 

電 話 番 号 075-573-3332 従業員数(役員含む)  50 名 

Ｆ Ａ Ｘ 075-573-3990 Ｅ - Ｍ a i l kyoto@hidec-kyoto.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ https://hidec-kyoto.jp/ 

事 業 内 容 
乾式変圧器類、各種電源装置の設計・製造・販売 

電磁誘導加熱機器、産業用ヒートロールの開発・製造・販売 

事業計画の 

テーマ 

用途に応じた電磁誘導加熱の技術で多様なニーズに応え、そして新たなニーズ

に対応する個別開発型事業のウェイトを高めて更なる業績向上を実現する 

事業計画の 

内容・特徴 

同社は、卓越した精度の高い巻線（コイル）技術と日本有数と自負する低周

波誘導加熱技術等を強みに、トランス（変圧器）を基盤とした各種電源装置や

産業機器、厨房機器等のコア部品を開発・製造している。また、利益率の高い

個別開発案件（研究開発事業）の受注を強みとした高付加価値型の生産体制を

とっている。 

今回、誘導加熱技術を活かして、製造業、飲食業、運輸業、宇宙産業等の幅

広いニーズに対応するとともに、自動車・金属・半導体など、今後成長が見込

まれる分野の需要を捉え、新分野応用や個別開発案件の拡大を通じて業績向上

を図る。 
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（フリガナ） 

企 業 名 

（パックス・サワダ） 

株式会社パックス・サワダ 

代 表 者 名 澤田 幸男 役 職 名 代表取締役社長 

所 在 地 〒601-8325 京都市南区吉祥院八反田町 7-1 

設 立 年 月 1959 年 5 月 資 本 金 20,000 千円 

電 話 番 号 075-585-1135 従業員数(役員含む)  53 名 

Ｆ Ａ Ｘ 075-681-5567 Ｅ - Ｍ a i l y-sawada@pax-sawada.com 

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.pax-sawada.com/ 

事 業 内 容 
美粧段ボール箱、外装箱、化粧箱及び包装資材の企画（デザイン・設計）、製

造、販売 

事業計画の 

テーマ 

商品梱包・出荷・配送サービスの組み合わせによるイノベーション「セットア

ップ事業」 

事業計画の 

内容・特徴 

同社は、段ボールケースの他、化粧箱・包装材のデザイン・設計から生産・

納品まで手掛ける総合パッケージメーカーである。高品質・低コストに加え、

環境や安全性、CSR 対応にも応える体制を構築している。 

今回、既存の製造分野（包装材製造）から物流分野に進出する「セットアッ

プ事業」を新たに展開。従来の紙器業界ではほぼ行われていない「箱詰め・包

装から出荷まで」をワンストップで実施し、食品分野を中心とする多品種・小

ロット市場の開拓を進め、事業拡大と業績向上を図る。 

 

（フリガナ） 

企 業 名 

（マツイシキソカガクコウギョウショ） 

株式会社松井色素化学工業所 

代 表 者 名 中島 博史 役 職 名 代表取締役社長 

所 在 地 〒607-8466 京都市山科区上花山桜谷 64 

設 立 年 月 1966 年 11 月 資 本 金 49,500 千円 

電 話 番 号 075-594-5613 従業員数(役員含む)  119 名 

Ｆ Ａ Ｘ 075-594-5227 Ｅ - Ｍ a i l h_nakazima@msc-color.co.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.msc-color.co.jp/ 

事 業 内 容 水性顔料、捺染材、機能性色素の製造・販売及びプリンターの輸入販売 

事業計画の 

テーマ 

テキスタイル用インクジェットプリンター（アートジェット）と純正インクの

拡販及びアクアインジケーター（AI）の開発・販路開拓 

事業計画の 

内容・特徴 

同社は、アパレル系衣料品の着色インクをはじめ、温度や光等の周囲の環境

で変色する特殊インク等を製造しており、Ｔシャツプリント用スクリーンイン

クは国内シェア 60％以上を誇っている。また、海外 40 か国以上に販売代理店

を持つなどグローバル展開を図っている。 

今回、高性能プリンター「アートジェット」の輸入販売とその純正インクの

市場拡大を進めるとともに、更なる高性能プリンターの共同開発等により、事

業拡大を目指す。また、自由なデザインで発色が可能な水分反応型機能性イン

ク「アクアインジケーター」を、おむつや水習字用紙に応用し、国内外での市

場拡大を図る。 
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（参考） 

 

【オスカー認定制度】…… 認定を受けることでアカデミー賞の受賞作品のように未来に続く輝かし

い企業となることを期待して命名。地域企業のリーダーとしての役割も

担っています。 

１ 概 要  

 優れた技術や製品、サービスを持つ中小企業から、新商品の開発や経営管理の効率化、積極的な販

路拡大等を通じて経営革新を図るための事業計画（パワーアッププラン）を募集・審査し、企業価値

の向上により持続的に成長することが期待される中小企業をオスカー認定します。 

認定企業には、当財団のコーディネータ等によるサポートや、専門家の派遣など計画の実現に向け

た総合的な支援を実施します。 

 

２ 募集内容 

 新商品の開発、新たな生産・販売方式や経営管理方法の導入などを通じて、経営革新を図るための

事業計画（パワーアッププラン） 

 

３ 応募資格 

・ 京都市内に本店、支店、営業所、工場その他事業所を有する中小企業者であること 

・ 創業または法人設立から１０年以上を経過している中小企業者であること 

・ みなし大企業に該当しない中小企業者であること 

 

４ 審査委員（敬称略） 

 氏 名 主な役職 

委員長 佐藤 研司 
龍谷大学 名誉教授 

マーケティング・サイエンス 代表 

委員 

（五十音順） 

草木 大 京都市産業・文化融合戦略監／産業観光局長 

坂田 岳史 一般社団法人京都府中小企業診断協会 会長 

武田 一平 
ニチコン株式会社 代表取締役会長 

公益社団法人京都工業会 副会長 

西本 清一 

公益財団法人京都高度技術研究所 理事長 

地方独立行政法人京都市産業技術研究所 理事長 

京都大学 名誉教授 

宮﨑 真里子 
宮崎木材工業株式会社 代表取締役社長 

京都市小売商総連合会 副会長 

森本 一成 京都工芸繊維大学 名誉教授 

吉田 忠嗣 吉忠株式会社 代表取締役社長 

 

５ オスカー認定企業に対する支援 

⑴ フォローアップ支援  

当財団のコーディネータが、計画実現に向けた適切なアドバイスや経営力向上・ＩＣＴ関連

の支援要望などの相談対応を行います。また、特長のある技術・製品を有するものづくり企業
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の販路開拓やセミナー、補助金・助成制度等の情報提供、他機関（行政機関、大学等）への紹

介を行います。 

⑵ 専門家派遣  

弁護士や中小企業診断士等の専門家を無料で派遣し、診断やアドバイスを行います（１企業

につき年間５回まで）。 

⑶ 海外展開支援  

海外展開を目指す企業に対し、他機関とも連携し、総合的な支援を行います。また、市場調

査や展示会出展等に要する費用の一部を補助します（別途審査あり）。 

⑷  企業ＰＲ  

当財団ホームページや情報誌への掲載、メディアへの積極的なＰＲにより、企業の広報活動

を応援します。 

⑸ 認定ロゴマークの使用  

オスカー認定企業はオスカー認定ロゴマークを名刺、ホームページ等に使用できます。 

⑹ 異業種交流機会の提供  

オスカー認定企業で構成される京都オスカークラブに加入していただくことで、異業種交流

の機会を提供します（別途費用負担あり）。 

⑺ 京都市が実施する支援 

①  拠点立地支援 

・京都型グローバル・ニッチ・トップ企業育成補助金 

京都市内で事業所を新増設する際、新たに取得した固定資産（土地を除く）に係る固定資

産税及び都市計画税相当額の補助を受けることができます。また、京都市内で事業所を新増

設する際、埋蔵文化財調査の必要がある場合、補助を受けることができます（いずれも限度

額あり）。 

②  その他の支援 

・京都市内の公的インキュベーション施設賃料を助成 

京都市内の公的インキュベーション施設（京大桂ベンチャープラザ、クリエイション・コ

ア京都御車）への入居に対し、賃料補助の優遇があります。 

・京都市ベンチャー購買新商品認定制度 

新規性や独創性のある優れた商品又は役務を、京都市が随意契約で調達できる制度で、新

たな事業分野を開拓しようとする認定企業の販路開拓を支援します（別途審査あり）。 

・京都市中小企業融資制度 

オスカー認定企業を対象とする「京都市関連認定制度資金」をはじめ、各種融資制度が利

用できます（別途金融機関審査及び京都信用保証協会の審査あり）。 

 

６ オスカー認定状況 

平成１４年度からの累計認定企業数：２４１社（今回の認定企業を含む）※令和７年８月２９日時点 

 

＜お問合せ先＞ 

公益財団法人京都高度技術研究所（ASTEM） 

地域産業活性化本部 企業成長支援部 

  ＴＥＬ：０７５－３６６－５２２０ 

Ｅ－ｍａｉｌ：info-oscar[at]astem.or.jp ※[at]を@に置き換えてお送りください。 


